
（
免
許
証
の
書
換
え
交
付
申
請
）

（
免
許
証
の
書
換
え
交
付
申
請
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
（
中
長
期
在
留
者
及
び
特
別
永
住
者
に
あ
つ
て
は
住
民
票
の

写
し
又
は
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
及
び
令
第
八
条
第
一
項
の
申
請
の
事
由
を
証
す
る
書
類
と
し
、
出
入
国
管

理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の
写

し
及
び
同
項
の
申
請
の
事
由
を
証
す
る
書
類
と
す
る
。）を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
戸
籍
の
謄
本
又
は
抄
本
（
中
長
期
在
留
者
及
び
特
別
永
住
者
に
あ
つ
て
は
住
民
票
の

写
し
及
び
令
第
八
条
第
一
項
の
申
請
の
事
由
を
証
す
る
書
類
と
し
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条

の
三
各
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の
写
し
及
び
同
項
の
申
請
の
事
由
を

証
す
る
書
類
と
す
る
。）を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
免
許
証
の
再
交
付
申
請
）

（
免
許
証
の
再
交
付
申
請
）

第
六
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
住
民
票
の
写
し
若
し
く
は
住
民
票
記
載
事
項
証
明

書
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
住
民
票
の
写
し
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
七
条
第
五

号
に
掲
げ
る
事
項
（
中
長
期
在
留
者
及
び
特
別
永
住
者
に
あ
つ
て
は
、
同
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る

国
籍
等
）
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。）（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
者
に

あ
つ
て
は
、
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の
写
し
。）を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
三
十
年
厚
生
労
働
省
令
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
表
改
正
前
欄
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
百
二
十
三
条
第
一
項

中
「
十
七

介
護
支
援
専
門
員
（
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
業
務
を
行
う
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
章
及
び
第
百
四
十
条

十
八

（
略
）

の
四
十
五
に
お
い
て
同
じ
。）の
氏
名
及
び
そ
の
登
録
番
号

」
を
「
十
七
・
十
八

（
略
）」に
改
め
、
同
欄
の
介
護
保
険

法
施
行
規
則
第
百
三
十
一
条
の
五
第
一
項
中
「
十
七

介
護
支
援
専
門
員
の
氏
名
及
び
そ
の
登
録
番
号

十
八

（
略
）

」
を
「
十
七
・

十
八

（
略
）」に
改
め
、
同
欄
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
三
十
一
条
の
六
第
一
項
中
「
十
七

介
護
支
援
専
門
員

十
八

（
略
）

の
氏
名
及
び
そ
の
登
録
番
号

」
を
「
十
七
・
十
八

（
略
）」に
改
め
、
同
欄
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
三
十
一
条

の
七
第
一
項
中
「
十
六

介
護
支
援
専
門
員
の
氏
名
及
び
そ
の
登
録
番
号

十
七

（
略
）

」
を
「
十
六
・
十
七

（
略
）」に
改
め
、
同

欄
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
三
十
一
条
の
八
第
一
項
中「
十
九

介
護
支
援
専
門
員
の
氏
名
及
び
そ
の
登
録
番
号

二
十

（
略
）

」

を
「
十
九
・
二
十

（
略
）」に
改
め
、
同
欄
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
三
十
一
条
の
八
の
二
第
一
項
中
「
十
八

十
九

介
護
支
援
専
門
員
の
氏
名
及
び
そ
の
登
録
番
号

（
略
）

」
を
「
十
八
・
十
九

（
略
）」に
改
め
、
同
欄
の
介
護
保
険
法
施
行
規

則
第
百
三
十
二
条
第
一
項
中
「
十
六

介
護
支
援
専
門
員
の
氏
名
及
び
そ
の
登
録
番
号

十
七

（
略
）

」
を
「
十
六
・
十
七

（
略
）」

に
改
め
、
同
欄
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
三
十
四
条
第
一
項
中
「
十
八

介
護
支
援
専
門
員
の
氏
名
及
び
そ
の
登

十
九

（
略
）

録
番
号

」
を
「
十
八
・
十
九

（
略
）」に
改
め
、
同
欄
の
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
三
十
六
条
第
一
項
中
「
十
九

二
十
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様
式
第
一
中「

厚
生
労
働
大
臣

殿
」

を「
厚
生
労
働
大
臣
殿
」

に
改
め
る
。

様
式
第
二
中「

３
変
更
前
の
氏 ふ
り名 が
な又
は
本
籍
地
都
道
府
県
名
若
し
く
は
国
籍
」

を「
３
変
更
前
の
氏 ふ
り名 が
な、
本
籍
地
都
道
府
県
名
若
し
く
は
国
籍
又
は
性
別
」

に
、

「
厚
生
労
働
大
臣

殿
」

を「
厚
生
労
働
大
臣
殿
」

に

改
め
る
。

様
式
第
四
、
様
式
第
五
、
様
式
第
六
の
二
、
様
式
第
六
の
四
、
様
式
第
六
の
五
、
様
式
第
七
及
び
様
式
第
九
中「

厚
生
労
働
大
臣

殿
」

を「
厚
生
労
働
大
臣
殿
」

に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
九
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
三
十
年
九
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

松
山

政
司




		2018-09-27T15:17:32+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




